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十日町地区景観・まちづくり協議会

十日町地区景観・まちづくり協議会では、地区内の良好な景観や、まちづく
りの推進を目標に、今年度も様々な取組みを行っています。
今回は、令和３年１０月以降に実施・参加した事業についてご紹介します。

毎日のくらしを全力応援！
いろは市 ～秋の陣～ 開催

毎年好評いただいている恒例の「いろは市～秋の陣～」について、
１０月２８日（木）～３０日（土）の３日間にわたり開催しました。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、１００円商店街とスタン
プラリー抽選会に限定した内容での開催となりましたが、たくさんの
方からお出でいただきました。

十日町の入り口をきれいに

訪れた方々がひと休みでき、景観にも配慮した空間として、
平成２４年に整備されたカミング広場ですが、長い年月により
板塀や噴水、ベンチ等が劣化し、あまり利用されていない状況
でした。

カミング広場は十日町の入り口でもあり、整備を行うことで
二日町プラザなどに訪れた方々の回遊性を高めることにも繋が
ります。

そこで、１０月１７日（日）に実施された環境整備活動に当
協議会も参加し、市民や山形大工学部生達と一緒に、花の植栽
や床面の清掃、腐食したベンチの解体、板塀の塗装作業を行い
ました。

塗装作業の様子 清掃の様子

整備活動後の広場 活動参加者



十日町の良好な景観づくりを目的に、また、地域がさらに元気に
なるようにとの願いを込めて、「花いっぱい運動」を実施しました。

今回は、上山明新館生が育てた白・黄・青色のパンジー約700本を
準備。１１月５日（金）は商店等に、７日（日）には住民（希望者）

の方へ配布しました。

パンジーは寒さに強いため、冬の間に雪に埋もれてしまっても、
春を迎えると再び花を咲かせてくれます。
十日町地区を花で彩り、癒しの空間づくりをしていくために、

「花いっぱい運動」へのご協力をお願いいたします。

当協議会では、地区内の良好な景観づくりのため、令和２年に
「十日町地区景観ガイドライン」を作成し、様々な取組みを行っ
ています。

景観とは、まちを構成する自然や建築物など、視覚で捉えられ
るまちなみや風景のことです。景観を眺めることにより、地域の
特徴やまちのイメージと結びつくものとなります。

十日町地区には、明治時代以降の歴史と趣を感じさせる蔵など
が多く残り、今もなお利用されています。良好な景観づくりで、
歴史的な建物と、現代のまちなみが調和する地区を目指すことに
より、地域の魅力を高めることに繋がります。

【景観を活かせている例】

【景観を活かせなかった例】

これからも、「十日町地区景観ガイドライン」に基づき、より
よいまちづくりを目指して景観づくりに取組んでいきます。ご理
解とご協力をよろしくお願いいたします。

花いっぱい運動を実施しました 景観小話 ～景観って何？～

準備したパンジーの花苗

各商店へ花苗を配布している様子

城下町を見に行こう

歴史を感じる！


